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来島ダム放流量増の状況

■経緯
６／４：取水堰の角落しの調整開始

６／１３：来島ダムから常時２m3/s放流開始。（実際は流況改善のため５／３１から常時２m3/s放流）

■流量観測の概要
とりまとめ対象は右図の７地点とした。
各ダム地点流量は速報値、水位観測地点に

おける流量は直近のＨ－Ｑ式を用いた換算流
量（運用値）を用いている。

また、窪田、八幡原取水堰での流量は堰水
位を用いた水理公式及び発電出力と流量の関
係式により算出している。

■気象状況
５月は合計６０mmと平年値（１６１

mm）の１／２以下に留まっている。
６月は合計２７２mm（平年２３２

mm）で平年以上となったが、ほとんど
が６月１９日以降に集中している。（６
／１９～３１で２４０mm）

７月も短期間に集中しており合計４７
１mm（平年３０９mm）に達している。

８月は１日に１４１mmを観測してい
る。（８／１～８／１３で１８５mm）

日降水量（気象庁赤名地点）

馬木地点流量
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来島ダム放流量増の状況

■放流量増開始後の流況の変化
・５／１～８／１３を対象として日平均流量を用い比較を行った。
・放流開始前は５／１～６／１３の日平均流量の平均値とし、増放流開始後（６／１４～８／１３）は降雨に
よる影響を排除するため、期間中の馬木地点日平均流量１０m3/s未満の日を抽出しそれの平均値を用いた。
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神戸川の水質の状況

■神戸川の河川環境について報告書 神戸川の河川環境の課題より抜粋

神戸川の河川環境について報告書 水質検証結果
馬木地点から来島ダム間の河川の水質については、大腸菌群数を除き概ね環境基準の範囲に収まっている。
・近年は、生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）や浮遊物質量（ＳＳ）の低減傾向がみられる。
・すべての観測地点で全窒素が富栄養化の目安を超えているなど富栄養化の傾向がうかがえる。
また、沿川住民からもにごり、においやダム貯水池でのアオコの発生など水質が悪化しているとの意見が多い。

・大腸菌群数が環境基準を超えているものの、近年、バラツキの縮小や平均値の低減傾向がみられる。
・来島ダム貯水池については、溶存酸素量の低下やアオコの発生などから貯水池内の富栄養化傾向が推察されるが、調査
頻度、項目とも限られており、観測地点も下流への放流水による影響を考慮すると、調査頻度、項目とも十分とは言い難
い状況である。

２）水質
・来島ダム～馬木間の河川の水質については、概ね環境基準の範囲に収まっているものの、全窒素
（Ｔ－Ｎ）の値をみると、２０年以上前から、全区間で富栄養化の傾向が窺える。

また、沿川住民へのアンケート調査においても、「水質が悪化している」、「においがする」との
意見があった。
・来島ダム貯水池の水質調査は、下流部の調査地点で毎月１回行われているのに比べ、隔年で年３回
（春、夏、秋）しか行われていない。また、鉛直方向の調査も水温、溶存酸素量を除き３点（表層、
中層、底層）にとどまっており、調査は十分とは言い難く、下流河川へ与える影響について評価する
ことができない。
・来島ダムから神戸川への放流水については、水質調査が実施されていないため、住民から「ダムか
ら水質の悪い水が流れている」との不安の声に対してデータで示すことができない。

特に、渇水時などの低水位時における湖底付近からの取水時の放流水の水質についての確認が求め
られる。
・「黒っぽい水」等については、国、県及び中国電力により調査されているが、現時点では原因究明
に至っていない。
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神戸川の水質の状況

■神戸川の河川環境について報告書 神戸川の河川環境の今後のあり方より抜粋

３）水質調査、生物調査の継続実施
・水質調査および生物調査については、河川管理者である国や県、発電事業者が連携して実施すること。
・来島ダム貯水池における水質調査は、下流河川へ与える影響を検討するため、現在「志津見ダム・尾
原ダムモニタリング委員会」で行われている項目と同様にし、定常的に毎月１回行うこと。

また、鉛直方向の観測点においても、計測機器で測定可能な項目は、各地点での調査を密に行うこと。
・来島ダムから神戸川への放流水についても、水質調査を実施すること。特に、渇水時などの低水位時
における湖底付近からの取水時の放流水の調査を行うこと。
・「黒っぽい水」等については、国、県及び発電事業者が連携し、原因究明に向け引き続き調査を実施
すること。

■水質調査の概要
国土交通省、県、中国電力により平成２４年７月より毎月実施。
全１２地点で２９項目について調査。各ダム貯水池内は水深ごとに３点で採水。
（平成２５年４月からは来島ダム貯水池内取水口付近を追加し全１３地点で調査。）
平成２４年７月より、一般的な水質調査項目に加え、「黒っぽい水」の原因を調べるための調査項目として、

鉱物（鉄、マンガン）及び有機物（ＶＳＳ、ＤＯＣ）を追加し、毎月１回定期調査を行っている。

130903_神戸川調整会議資料 5

- 3 -



項　　　　　目 説　　　　　　　　　　明

溶存酸素量
（DO）

　水中に溶解している酸素量を言い、有機物による汚染の著しいほど低い濃度を示
します。一般に魚介類の生存には５mg/L以上の溶存酸素が必要とされています。

化学的酸素要求量
（ＣOD）

　水中にある酸化されやすい物質によって消費される酸素量をいい、生物化学的酸
素要求量（ＢＯＤ）が水中の生物活動によって消費される酸素量をいうのに対し
て、ＣＯＤは純粋に化学的に消費される酸素量です。この値は水中の有機物量を表
わすものと考えられており、水質汚濁に係る環境基準ではＢＯＤが河川の基準値で
あるのに対し、ＣＯＤは湖沼、海域に対して適用されています。

全窒素
（T－N）

　水中の窒素の総量で窒素ガス(N２)として溶存している窒素は含まれていませ
ん。富栄養化の指標としては、総窒素がもっともよく使われ、富栄養と貧栄養の限
界値は0.15～0.20mg/L程度とされています。

全りん
（T－P）

　水中のすべてのリン化合物を定量したもので、富栄養化の目安としては、
0.02mg/L程度とされています。

項　　　　　目 説　　　　　　　　　　明

溶解性鉄・全鉄
　一般に「赤水」の原因物質となる鉄の含有量を把握する。
　自然水中に含まれる鉄は、地質に起因するもののほか鉱山排水、工場排水などか
らの場合もある。

溶解性マンガン
全マンガン

　一般に、「黒水」の原因物質となるマンガンの含有量を把握する。
　マンガンは地殻中に広く分布しており、軟マンガン鉱などに多く含まれる。

神戸川の水質の状況

■全２９項目のうち、河川の汚濁や富栄養化等の指標となる項目を抽出し記載した。
溶存酸素量（DO） 生物化学的酸素要求量（ＣＯＤ） 全窒素（T－N）

全りん（T－P） 溶解性鉄 全鉄 溶解性マンガン 全マンガン

・平成２４年７月～２５年７月の定期調査結果について平均値、最大及び最小値をとりまとめ。

（来島ダム取水口付近は平成２５年４月～７月のデータによる。）
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神戸川の水質の状況

■溶存酸素量（ＤＯ）（mg/l）
来島ダム及び志津見ダム貯水池内底層で低い傾向がみられる。
流入部及び下流河川部は平均値では環境基準を満たしている。

※国土交通省、県、中国電力資料をもとに作成。平成24年7月～平成25年7月（来島ダム取水口付近は平成25年4月以降）の定期調査結果を集計。
定量限界値未満は定量限界値として集計している。 130903_神戸川調整会議資料 7
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神戸川の水質の状況

■生物化学的酸素要求量（ＣＯＤ）（mg/l）
来島ダム貯水池内表層及びダムサイト底層で高い傾向にある。
志津見ダムは平均値では環境基準以下となっている。

※国土交通省、県、中国電力資料をもとに作成。平成24年7月～平成25年7月（来島ダム取水口付近は平成25年4月以降）の定期調査結果を集計。
定量限界値未満は定量限界値として集計している。 130903_神戸川調整会議資料 8

神戸川の水質の状況

■全窒素（Ｔ－Ｎ）（mg/l）
来島ダムダムサイト底層及び角井地点が高い傾向にあるほか、い

ずれの地点も富栄養化の目安である０．２mg/lを超えている。

※国土交通省、県、中国電力資料をもとに作成。平成24年7月～平成25年7月（来島ダム取水口付近は平成25年4月以降）の定期調査結果を集計。
定量限界値未満は定量限界値として集計している。 130903_神戸川調整会議資料 9
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神戸川の水質の状況

■全リン（Ｔ－Ｐ）（mg/l）
角井地点が高い傾向にあるほか、いずれの地点も平均値では富

栄養化の目安である０．０２mg/l前後となっている。

※国土交通省、県、中国電力資料をもとに作成。平成24年7月～平成25年7月（来島ダム取水口付近は平成25年4月以降）の定期調査結果を集計。
定量限界値未満は定量限界値として集計している。 130903_神戸川調整会議資料 10

神戸川の水質の状況

※国土交通省、県、中国電力資料をもとに作成。平成24年7月～平成25年7月（来島ダム取水口付近は平成25年4月以降）の定期調査結果を集計。
定量限界値未満は定量限界値として集計している。

■全鉄・溶解性鉄
全鉄、溶解性鉄とも来島ダムダムサイト底層で高い傾向にある。

■全マンガン・溶解性マンガン
全マンガン、溶解性マンガンとも来島ダムダムサイト底層で高い傾向にある。
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アオコ確認状況

■志津見ダム
平成２４年の発生状況

神戸川の河川環境に関する
専門委員会資料より引用
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アオコ確認状況

■来島ダム
平成２４年の発生状況

神戸川の河川環境に関する
専門委員会資料より引用
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水質改善策の一例

・曝気循環装置
散気式曝気循環装置の散気孔から気泡を出して、この気泡

の浮力により周囲の水塊を連行させ、水を循環させることを
目的とする装置。アオコ発生対策としてよく用いられる。

・高濃度酸素溶解装置
高濃度の酸素を供給することによって、マンガン等の溶出

を防止する。嫌気状態の貯水池に用いられる。

・高濃度酸素溶解装置
下層の冷たい水を散水し、水を循環させ

ることでアオコ発生を抑制する。散水され
た水が水面に叩きつけられる際に、アオコ
細胞を破壊することも期待できる。

■ダム貯水池に用いられる水質保全装置の例
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水質改善策の一例

■フラッシュ放流
・平成２４年４月１７日に行われた志津見ダムにおける試
験的なフラッシュ放流の概要

第３回潮発電所水利使用に
関する調整会議資料より引用
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河川環境の今後のあり方 検討体制（イメージ）

■千代川流域圏会議の例
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河川環境の検証手法の一例

■斐伊川・神戸川流域環境マップの活用（２０１２秋の例）
ＮＰＯ法人しまね体験活動支援センター主催により斐伊川・神戸川流域の児童、生徒により調査された川

の環境マップの活用。 ① ② ③ ④
タイトル タイトル タイトル タイトル
河川調査  朝山小学校３・４年生水質調査(秋)  神戸川水質調査2012秋  塩冶小神戸川水質調査 
住所 住所 住所 住所
出雲市佐田町八幡原２００  出雲市所原町１８５  出雲市馬木町馬木大橋下  出雲市馬木北町　馬木不動尊前の河原 
河川名 河川名 河川名 河川名
神戸川  神戸川  神戸川  神戸川 
天気 天気 天気 天気
くもり  晴れ  曇り  晴れ 
気温 気温 気温 気温
２８℃  ２７℃  26℃  ３０℃ 
水温 水温 水温 水温
２６℃  ２５℃  25.5℃  ２８℃ 
川幅@m 川幅@m 川幅@m 川幅@m
２０ｍ  ３０ｍ  40ｍ  ５０ｍ 
水深@m 水深@m 水深@m 水深@m
３０ｃｍ  ２０ｃｍ  30?  ０．２〜０．３ｍ 
参加人数@人 参加人数@人 参加人数@人 参加人数@人
２８人  ２４人  103人  １３６人 
調査実施団体名 調査実施団体名 調査実施団体名 調査実施団体名
出雲市立佐田中学校１年生  朝山小学校３・４年生  出雲市立神戸川小学校  出雲市立塩冶小学校４年生 
一番多かった指標生物（指標生物名と数（@
匹））

一番多かった指標生物（指標生物名と数（@
匹））

一番多かった指標生物（指標生物名と数（@
匹））

一番多かった指標生物（指標生物名と数（@
匹））

カワニナ　３１匹  ヒラタカゲロウ  ヒラタカゲロウ45匹  スジエビ４５０匹 
指標生物から判断する水のきれい度 指標生物から判断する水のきれい度 指標生物から判断する水のきれい度 指標生物から判断する水のきれい度
少し汚い  きれいな水  きれいな水  少しきたない水 
その他水辺で見かけた生物（生物名と数（@
匹））

その他水辺で見かけた生物（生物名と数（@
匹））

その他水辺で見かけた生物（生物名と数（@
匹））

その他水辺で見かけた生物（生物名と数（@
匹））

ヤゴ　タイワンシジミ　モエビ　カゲロウ
ヒゲナガトビケラ　カワトンボ 

キイロカワカゲロウ（５）、アイカケボッカ
（１）、ウグイ（１）、コヤマトンボのヤゴ
（１）、マツノムシ（１） 

カワゲラ23、ゲンジボタル21、カワニナ8、
ヒラタドロムシ4、ナガレトビケラ3、コガタ
シマトビケラ2、サワガニ、イシガメ、アユ
カケなど 

カワニナ１０７匹、カワゲラ５１匹、タニシ
４７匹、ヒラタカゲロウ２９匹、ヒラタドロ
ムシ２０匹など 

水辺の様子 水辺の様子 水辺の様子 水辺の様子

大体きれい  葦が覆い茂っていた。 
この場所は護岸工事によって整備されてい
る。対岸はそうではなく、草が生え、かなり
伸びていた。 

川の中のゴミ・川原のゴミ 川の中のゴミ・川原のゴミ 川の中のゴミ・川原のゴミ 川の中のゴミ・川原のゴミ

特になし 
プラスチック、洗剤容器、ロープ、空き缶、
ガラス破片、プラスチック、ゴムタイヤなど
 

ほとんど無かった。 
水は透明で、川底が見えた。ごみはほとんど
なく、きれいだった。 

釣った魚の種類 釣った魚の種類 釣った魚の種類 釣った魚の種類
ドンコ　メダカ 
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河川環境の検証方法の一例

■試験放流期間検討イメージ

参考 第１回魚野川流域水資源確保検討委員会資料
（Ｈ２２．１２．２７）

○期間は他事例、文献等から５年程度を見込む。
・流況（渇水、出水等）により影響が異なる。
・気象条件によって、同様な流況でも年によって
影響が異なる。
・影響が翌年度にまたがる場合もある。

参考 他県分水事例
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新潟県 清津川→魚野川 湯沢発電所 

許可期間       補足 

Ｈ１７．１２．３１→Ｈ２２．１２．３１ ５年間  ５年間（Ｈ１８～２２）の試験放流 

必要と認められる場合は変更可能 

Ｈ２２．１２．３１→Ｈ４２．１２．３１ ２０年間 試験放流の効果確認、引き続き調査 

必要と認められる場合は変更可能 

静岡県 大井川→早川 田代川第二発電所 

許可期間       補足 

Ｈ１７．１２．３１→Ｈ２７．１２．３１ １０年間 社会情勢の変化への対応、河川環境改善 

        の効果の検証から１０年を設定 
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